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　　　  成人おめでとう！
　　 ー47名の新成人が決意を新たにー

　１月１３日、平成２５年成人式がコミュニティセンター
で開催されました。新成人の皆さんは、懐かしい友人との
再会と２０歳の門出をともに喜び合っていました。
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 2月18日（月）
　　19日（火）
　　20日（水）
　　21日（木）
　　22日（金）
　　25日（月）
　　26日（火）
　　27日（水）
　　28日（木）
 ３月１日（金）
　 　４日（月）
　 　５日（火）
　 　６日（水）
　 　７日（木）
　 　８日（金）
　　11日（月）
　　12日（火）
　　13日（水）
　　14日（木）
　　15日（金）

午前９時30分～午後４時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時

午前９時30分～午後４時

役場２階大会議室
身形神社社務所
高齢者生きがいセンター
高齢者生きがいセンター
萩平公会堂
コミュニティセンター「やまなみ」
役場２階大会議室
役場２階大会議室
ふれあいセンター槻川
ふれあいセンター槻川
ふるさと館
ふるさと館
白石農村センター
皆谷集落センター
八重蔵集会所

役場２階大会議室

下記の会場で都合の悪い方
帯沢
宿・在家二
在家一
萩平
川下・川上
向堀
奥沢
坂本下・坂本中
新井・柴・栗和田
居用・堂平・白石
上ノ貝戸・井戸・大宝
白石
皆谷下
皆谷上

◯上記会場で申告ができな
　かった方
◯譲渡所得、医療費控除、
　住宅借入金等特別控除を
　受けられる方

◆国税庁ホームページアドレスは、ht tp : / /www.n ta . go . j p/です。ご利用ください。

◆ 譲渡所得・住宅借入金（取得）等特別控除のある方は、売買契約書等のコピーが必要になりますので必要書類を

　 事前に用意し、ご持参ください。必ず税務署または役場会場で申告してください。

◆ 社会保険料（国民年金）控除を受ける場合は、「控除証明書」または「領収証書」が必要です。

◆ 申告をしていないと所得課税証明書等の発行、また国保税の軽減、国民年金保険料の免除申請などができなくなる場合

 　もありますので、所得がない場合でも申告をしてください。

◆ 公的年金等の合計収入金額が４００万円以下で、かつ、これに係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下であっても住

　 民税の申告をしてください。

◆ 税務署から確定申告書が送られてきた方は、所得の有無にかかわらず必ずその申告書で確定申告をしてください。

申告相談の日程と会場

　

所
得
税
は
、
皆
さ
ん
自
身
が
税
法

に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
、
納

税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

税
額
の
15
％
ま
た
は
10
％
の
加
算
税

が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　所得税の確定申告と村民税申告の受付が２月１８日から始まります。村では例年のとおり、下記の日程によ
り村内各会場で申告相談を受付けますので、最寄りの会場で申告をしてください。特に、各会場での相談期間
中は、税務課職員が申告相談に出掛けるため役場が手薄となり、関係資料も各会場へ持ち出してしまいますの
で、この期間中、役場での申告をさけていただきますようお願いいたします。
　なお、次の方は２月１８日および３月１１日から１５日の間に、役場で申告してくださるようお願いします。
　　　・ 受付対象地区での申告ができない方　　　　・ 不動産等の譲渡所得のある方
　　　・ 住宅借入金等特別控除等のある方　　　　　・ 医療費控除のある方

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
東
秩

父
村
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
平
成
６

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方（
19

才
以
上
）
は
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
収
入
が
給
与
所
得
だ
け

で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方
、
税
務
署
に
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
原
則

と
し
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
村
で
は
、
事
前
に
各
家
庭

に
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

所
得
が
な
い
方
も
各
種
証
明
書
の
資

料
と
な
る
た
め
、
ご
提
出
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

申告受付期間　２月18日（月）～３月15日（金）



夫
婦
と
税

国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」を利用すると、申告データを作成できます。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
年
ま
た
は
予
定
納

税
額
を
納
付
し
た
翌
年
の
１
月
４
日

以
降
な
ら
い
つ
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
白
色
申
告
の
方
は

収
支
内
訳
書
の
添
付
を
》

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
方
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

《
パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
》

!
パ
ー
ト
収
入

　

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ト

の
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

内
職
な
ど
の
収
入

　

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て
65
万

円
（
収
入
金
額
が
限
度
）
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、

電
力
量
計
の
検
針
人
な
ど
、
特
定
の

人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務
の
提
供

を
す
る
方

◆
事
業
所
得
お
よ
び
雑
所
得
の
必
要

経
費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合

計
が
65
万
円
に
満
た
な
い
方

　

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け

の
場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に
、

年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と
所

得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
配
偶
者
特
別
控
除
》

　

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
を
超
え
76

万
円
未
満
（
収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の

み
で
あ
れ
ば
、
収
入
金
額
が
１
０
３

万
円
を
超
え
１
４
１
万
円
未
満
）
で

あ
る
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　

控
除
額
は
、
所
得
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
38
万
円
で

す
。

　

た
だ
し
、
納
税
者
本
人
の
合
計
所

得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
（
給
与
収

入
で
約
１
２
３
１
万
円
）
を
超
え
る

年
に
は
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●申告しないと保険税が軽減されません
　国民健康保険税の軽減のためには、世帯主と加入
者（被保険者）全員について所得の申告が必要とな
ります。 
　前年の世帯の所得合計額が一定基準以下のときは、
均等割・平等割保険税が軽減（６割または４割）さ
れます。
　世帯の所得により判定しますので、住民税がかか
らない世帯であっても未申告の場合、保険税が確定
できないだけでなく軽減の判定もできませんので、
必ず申告書を提出してください。
保健衛生課・国民健康保険担当 電話８２－１７７７

《
確
定
申
告
を

　
　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
》

　

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
お
よ
び
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
24

年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所

得
控
除
等
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、

そ
の
金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が

配
当
控
除
額
を
超
え
る
と
き
。　

　

給
与
所
得
者
で
、
給
与
等
の
年
間

収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
と
き
や
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

の
ほ
か
に
年
間
20
万
円
を
超
え
る
所

得
が
あ
る
と
き
お
よ
び
２
ヶ
所
以
上

か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
と
き
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
場
合
で
も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料

な
ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ

の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
方

●
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
方

で
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
税
額
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方

●
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

●
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

　

確
定
申
告
書
は
、
確
定
申
告
の
期

間
（
平
成
25
年
２
月
18
日
〜
３
月
15

日
）
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
還
付
申
告
が
で
き

る
方
は
、
こ
の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、

●障害者に準ずる方は一定の所得控除が受
　けられます
　村では、特別障害に準ずる障害等の認定に関する
要綱に基づき、65歳以上の方で介護保険法の要介護
認定（要介護度４・５）を受けた方は、障害者手帳
をお持ちでなくても、所得控除が受けられるもので
す。
　この障害等の認定を受けようとする方は、住民福
祉課福祉担当に「特別障害認定申請書」を提出して
ください。認定通知書に基づき所得控除が受けられ
ます。
住民福祉課・福祉担当 電話８２－１２２１

●申告にご持参いただくものは
　申告においでいただくときは、次のものを必要に
応じてご持参ください。
　申告書（役場および税務署から送付されたもの）
　印かん
　生命保険（個人年金を含む）や長期損害保険、地
　震保険、社会保険（国保、国民年金、農業者年金
　など）に加入している方は、平成２４年中に支払
　った保険料の証明書、または領収書
　給与、年金収入のある方は、源泉徴収票または公
　的年金等源泉徴収票
　事業、不動産収入のある方は、所得計算のもとに
　なる帳簿（仕入れ帳、売上帳、出納帳など）
　　　　　　　　　　　　　　・・・・収支内訳書
　土地などを売却した方は、売買契約書、仲介手数
　料などの領収書
　障害者の方は、障害者手帳
　障害者に準ずる方は、特別障害認定通知書
　医療費控除等を受ける方は、申告用明細書、領収書
　還付申告者または所得税納付の方は、銀行等の預
　金口座番号等のわかるものおよび届出印

●納税は納期限内に振替納税のご利用を
　平成24年分の確定申告による所得税の納期限は平　
成25年3月15日(金)です。早めにお済ませください。
　なお、現金で納付する場合、税務署からは申告書
の提出後に、納付書の送付や納税通知等によるお知
らせはありません。
　納付書をお持ちでない方は、お近くの金融機関、
税務署または役場に用意してある納付書で納付して
ください（書き方については、納付書の裏面を参照
してください。）。
　また、振替納税をすでに利用されている方は、振
替日の２～３日前には、指定された預貯金口座の残
高を確認しておいてください。振替納税をまだ利用
されてない方は、納税のための手数が省け、うっか
り納期限を忘れてしまうこともない振替納税が大変
便利ですので、ぜひご利用ください。
　平成24年分の確定申告に係る所得税の振替日（引
落し日）は、4月22日（月）です。なお、預貯金残高
不足等で引落しができませんと、3月16日（土）にさ
かのぼって延滞税が加算されますので、ご注意くだ
さい。



　

12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
11
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
左
記
の
11
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
等

一
般
質
問

補
正
予
算

　

田 

英
夫
議
員

　

月
村
議
会
定
例
会
報
告

12
◆
村
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
内
容
）
題
名
を
「
村
長
及
び
副
村

長
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」
に
改
め
、
副
村
長
の
給
料
を
新

副
村
長
が
在
職
し
て
い
る
間
、
１
０

０
分
の
30
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
内
容
）
教
育
長
の
給
料
を
新
教
育

長
が
在
職
し
て
い
る
間
、
１
０
０
分

の
30
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
平
成
25
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
、
村
営
バ
ス
川
博
線
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

（
内
容
）
平
成
25
年
度
か
ら
村
営
バ

ス
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
一
般

会
計
に
組
み
入
れ
る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
白
岡
町
の
市
制
施
行
お
よ

び
蓮
田
市
白
岡
町
衛
生
組
合
の
名
称

変
更
に
伴
い
、埼
玉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

（
内
容
）
副
村
長
に
関
口
知
廣
氏

（
皆
谷
）
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の
高
野
勉
氏
（
安
戸
）

が
平
成
25
年
１
月
13
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
根
岸

敏
夫
氏
（
安
戸
）
を
任
命
す
る
も
の

で
す
。

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の   　
　
　

   

（
奥

沢
）
が
平
成
25
年
１
月
12
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
同
氏
を

再
度
選
任
す
る
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の
神
田
勝
雄
氏
（
安

戸
）
が
平
成
25
年
６
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
同
氏
を

再
度
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

人
事
案
件

 

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
８
３
万
５
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
19
億
３
１
４

０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
４
億
２
３
７
９
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

高
野 

貞
宜
議
員

質
問　

町
村
合
併
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
政
と
し
て
推
進
か
否
か
。

答
弁　

市
町
村
合
併
は
以
前
か
ら
一

貫
し
て
推
進
の
立
場
で
あ
り
ま
す
が
、

今
日
に
お
い
て
合
併
の
話
は
希
薄
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

か
ら
見
て
「
広
域
行
政
の
推
進
」
に

向
け
て
の
旗
振
り
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

一
般
廃
棄
物
処
理
熱
回
収
施
設
や
国

民
健
康
保
険
の
広
域
化
支
援
の
一
部

改
正
案
、
複
数
の
自
治
体
で
取
り
組

む
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド
の
共

同
化
な
ど
が
着
々
と
進
む
中
で
行
財

政
の
効
率
化
を
実
現
し
、
人
員
や
財

政
的
な
資
源
を
新
し
い
住
民
ニ
ー
ズ

へ
振
り
向
け
る
た
め
に
も
、
広
域
行

政
は
必
要
に
思
い
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
お
い
て
も
、
近
隣
の

議
員
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
将
来
像

を
描
き
な
が
ら
方
向
性
を
示
し
て
い

た
だ
き
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

質
問　

林
道
勝
呂
入
山
線
に
つ
い
て

（
内
容
）
雨
水
に
よ
る
土
砂
の
流
出
、

草
木
の
覆
い
か
ぶ
さ
り
等
、
管
理
さ

れ
た
状
態
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
状
を
改
善
し
て
も
ら
う
計
画
は

あ
る
か
。

答
弁　

こ
の
路
線
は
、
埼
玉
県
寄
居

林
業
事
務
所
の
管
理
下
に
あ
り
、
来

年
度
の
予
算
要
望
と
し
て
、
東
秩
父

村
分
の
法
面
崩
壊
箇
所
の
調
査
、
保

護
工
事
お
よ
び
草
刈
り
、
小
川
町
分

の
路
面
の
整
形
等
を
本
課
へ
要
望
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

舗
装
化
し
て
小
川
町
竹
沢
地
区
へ

の
近
道
と
し
て
通
行
道
路
と
し
て
の

計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　

寄
居
林
業
事
務
所
管
内
で
、

す
で
に
舗
装
工
事
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
の
路
線
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
こ
の
路
線
は
国
庫
補
助

事
業
で
開
設
し
た
道
路
の
た
め
、
工

事
終
了
後
５
年
経
た
な
い
と
舗
装
は

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
来
年
度
、

小
川
町
分
の
一
部
を
予
算
要
望
し
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
全
線
の
舗
装
工

事
が
終
了
す
る
の
は
、
今
の
時
点
で

は
何
年
後
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
村
で
は
、
こ
の
路

線
が
早
期
に
工
事
が
終
わ
り
通
行
で

き
る
よ
う
、
寄
居
林
業
事
務
所
に
対

し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　

村
づ
く
り
提
案
箱
（
仮
称
）

設
置
に
つ
い
て

（
内
容
）
近
隣
自
治
体
で
は
、
住
民

の
声
、
意
見
並
び
に
ア
イ
デ
ア
を
行

政
に
活
か
す
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
当
村
に
も
同
様
な
活
動
が
あ
っ

て
も
い
い
と
考
え
る
が
、
実
施
す
る

計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　

建
設
的
な
ご
意
見
や
未
来
へ

の
提
言
は
、
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
「
村
づ
く
り
提

案
箱
」
の
速
や
か
な
設
置
に
向
け
て

準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て

（
内
容
）
生
活
保
護
水
準
で
あ
り
な

が
ら
、
受
給
を
受
け
な
い
人
が
７
割

あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
生
活
保
護
受
給
者
の
現
状
に

つ
い
て

答
弁　

12
月
１
日
現
在
、
被
保
護
世

帯
11
世
帯
13
人
で
、
内
訳
は
、
長
期

入
院
入
所
者
が
５
人
、
在
宅
者
が
６



世
帯
８
人
で
す
。
埼
玉
県
西
部
福
祉

事
務
所
管
内
11
町
村
中
、
圧
倒
的
最

下
位
で
す
が
、
人
口
率
で
は
下
か
ら

３
番
目
の
数
値
で
す
。

　

生
活
保
護
水
準
で
あ
り
な
が
ら
受

給
を
受
け
な
い
人
が
い
な
い
か
。

答
弁　

仮
に
生
活
保
護
の
水
準
以
下

で
あ
っ
て
も
、
生
活
保
護
の
支
給
を

受
け
る
に
は
、
要
保
護
者
等
が
申
請

を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
申
請
保

護
の
原
則
が
あ
り
ま
す
が
、
民
生
委

員
さ
ん
が
心
配
し
て
、
あ
る
い
は
担

当
の
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
事
前

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
護
の
要
否
の
判
定
は
、
実
施
機
関

で
あ
る
福
祉
事
務
所
が
自
宅
へ
訪
問

し
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
後

様
々
な
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
決

定
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
民
生
委

員
が
把
握
し
て
い
る
生
活
保
護
に
準

ず
る
世
帯
は
、
本
人
の
意
思
で
受
け

た
く
な
い
と
い
う
者
も
含
め
て
５
世

帯
で
す
。

　

生
活
保
護
費
の
国
と
自
治
体
の
割

合
に
つ
い
て

答
弁　

国
が
４
分
の
３
、
地
方
が
４

分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
村
に

お
い
て
は
県
が
実
施
機
関
に
な
り
ま

す
の
で
町
村
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

東
秩
父
村
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
に
つ
い
て

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
派
遣
事

業
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
時
に
か
な

っ
た
事
業
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

今
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
加
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

事
業
は
継
続
し
安
定
し
て
い
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校

関
係
者
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ

者
と
人
的
関
係
が
で
き
て
お
り
、

こ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
ま

す
と
、
大
き
な
変
更
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

派
遣
事
業
を
入
札
で
業
者
選
択
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

よ
り
経
済
的
に
事
業
を
行
う

た
め
に
、
数
社
か
ら
見
積
り
を
取
る

な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

度
は
３
社
か
ら
取
り
ま
し
た
。

　

毎
年
継
続
し
て
い
る
事
業
を
見
直

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
う
が
、

こ
の
よ
う
な
機
会
に
見
直
し
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁 

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
精
査
し
た

う
え
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
な
か

な
か
抜
本
的
に
と
い
う
決
定
打
が
出

ま
せ
ん
が
、
来
年
度
計
画
で
も
、
数

社
で
の
見
積
り
に
よ
る
業
者
選
定
、

行
程
が
よ
り
目
標
に
合
致
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

村
立
児
童
館
に
つ
い
て

　

入
口
周
辺
お
よ
び
児
童
館
周
辺
の

立
木
を
伐
採
し
、
駐
車
場
の
設
置
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

今
、
進
め
て
い
る
皆
谷
地
域

計
画
の
中
で
、
児
童
館
を
拠
点
と
し

た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
駐
車

場
の
協
議
も
す
で
に
整
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
提
案
さ
れ
る
地
域

計
画
に
沿
っ
て
対
処
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
慕
わ
れ
る
名
称

に
変
更
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

地
域
計
画
策
定
に
お
い
て
利

用
目
的
が
定
ま
れ
ば
、
補
助
金
の
目

的
外
利
用
に
よ
る
返
還
期
間
も
過
ぎ

て
い
る
の
で
、
県
に
対
し
休
館
中
を

廃
止
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
名
称
変
更

も
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
地
元

の
皆
さ
ま
で
有
効
利
用
を
も
と
に
活

動
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
に
変
更
し
て

い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

利
用
方
法
、
利
用
者
の
増
加
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

現
在
策
定
中
の
地
域
計
画
の

な
か
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
を
検
討
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
お
話
で
す
。

ぜ
ひ
休
館
中
の
建
物
で
も
あ
り
、
地

元
の
今
後
の
振
興
活
動
に
お
い
て
、

有
効
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

答
弁　

屋
根
の
雨
漏
り
に
よ
る
修
繕

工
事
の
た
め
、
１
月
か
ら
３
月
の
間

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選

挙
投
票
所
で
２
回
４
日
間
、
地
元
自

治
区
が
１
回
で
１
日
、
団
体
の
利
用

が
１
回
で
１
日
で
し
た
。

質
問　

城
山
保
育
園
低
年
齢
児
受
入

れ
に
つ
い
て

（
内
容
）
現
状
の
保
育
士
で
対
応
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
低
年
齢
児
の
受

入
れ
に
あ
た
り
、
配
置
さ
れ
る
保
育

士
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　

全
保
育
士
に
対
し
て
、
低
年

齢
児
保
育
に
つ
い
て
は
「
安
全
管
理

に
つ
い
て
」
を
再
認
識
し
て
さ
ら
に

意
識
付
け
す
る
と
と
も
に
、
若
手
の

保
育
士
と
ベ
テ
ラ
ン
の
保
育
士
を
共

に
当
た
ら
せ
、
お
互
い
に
自
己
研
鑽

の
努
力
を
し
て
い
く
よ
う
所
内
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
践
面
で
は
、

日
頃
の
業
務
の
中
で
、
一
時
保
育
で

預
か
る
低
年
齢
児
に
お
い
て
、
ま
た

乳
幼
児
健
診
の
中
で
も
低
年
齢
児
を

預
か
っ
て
お
り
、
す
で
に
実
践
を
経

験
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
主
催

等
の
外
部
研
修
会
に
も
参
加
さ
せ
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

副
村
長
設
置
に
つ
い
て

（
内
容
）
副
村
長
の
位
置
づ
け
、
立
場

は
ど
う
な
る
の
か
構
想
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

副
村
長
の
職
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
に
お
い
て
、
村
長
を
補

佐
し
、
村
長
の
命
を
受
け
政
策
及
び

企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
そ
の
補
助
機

関
で
あ
る
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を

監
督
し
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
村
長
の
職
務
を
代
理
す
る
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
構
想
に
つ
い
て
は
、

前
回
９
月
議
会
に
お
い
て
答
弁
（
11

月
号
広
報
掲
載
）
し
た
と
お
り
で
す
。

栗
島 

正
道
議
員

質
問　

ふ
れ
あ
い
広
場
よ
り
村
道
１

号
線
を
結
ぶ
橋
に
つ
い
て

　　
12
月
現
在
の
工
事
の
進
行
状
況
お

よ
び
平
成
25
・
26
年
度
の
進
め
方
に

つ
い
て

答
弁　

12
月
現
在
、
交
差
点
の
形
状

や
橋
梁
の
位
置
・
高
さ
・
構
造
が
確

定
し
ま
す
の
で
、
来
年
早
々
に
事
業

説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
土
地
売
買

契
約
お
よ
び
所
有
権
移
転
登
記
の
完

了
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
県
道
11
号
線
と

の
交
差
点
改
良
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
広

場
進
入
路
の
道
路
改
良
工
事
、
擦
り

付
け
工
事
、
橋
梁
下
部
、
橋
脚
、
橋

台
の
発
注
を
計
画
し
、
平
成
26
年
度

は
、
道
路
お
よ
び
橋
梁
の
舗
装
工
事

を
行
い
完
了
の
予
定
で
す
。

　

新
た
に
川
の
中
央
に
で
き
る
橋
脚

で
起
こ
る
川
の
流
れ
、下
流
の
土
手
の

改
修
工
事
の
設
計
が
算
入
さ
れ
る
か
。

答
弁　

橋
脚
新
設
に
よ
る
河
川
へ
の

影
響
は
、
台
風
等
で
の
出
水
時
の
状

況
を
確
認
し
な
い
と
、
ど
の
程
度
影

響
す
る
か
現
段
階
で
は
予
想
不
可
能

で
す
。
工
事
完
了
後
に
用
水
等
周
辺

に
支
障
が
出
た
場
合
は
、
施
設
の
状

況
に
あ
っ
た
対
応
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
つ
い
て

　

村
内
の
空
き
家
が
目
立
つ
の
で
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
制
度
を
作
り



活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

本
村
で
は
ま
だ
空
き
家
の
調

査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
貸
し
た
り
売

っ
た
り
し
て
頂
け
る
方
の
把
握
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
村
で
も
近
隣
市
町
の

例
を
参
考
に
、
空
き
家
の
有
効
活
用

や
定
住
促
進
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

条
件
の
良
い
場
所
で
、
格
安
に
入

居
で
き
る
新
規
の
村
営
住
宅
を
建
設

し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

現
在
あ
る
村
営
住
宅
も
な
か

な
か
入
居
者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
村
の
財
政
状
況
で
は
国
庫
補

助
金
等
を
頂
か
な
い
と
建
設
で
き
ま

せ
ん
。
補
助
金
を
頂
く
こ
と
に
な
る

と
色
々
な
縛
り
が
あ
る
の
で
格
安
な

家
賃
設
定
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
現
状
で
は
村
営
住

宅
の
建
設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

地
域
計
画
に
つ
い
て

　

計
画
の
進
捗
状
況
と
完
成
見
込
み

に
つ
い
て

答
弁　

各
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
地
域
懇
談
会
や
策
定

委
員
会
を
重
ね
、
地
域
担
当
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

お
よ
び
資
料
の
作
成
等
に
力
を
注
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
の
実

情
や
考
え
方
、
取
組
み
方
等
に
よ
り

進
捗
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に

は
全
地
域
に
お
い
て
計
画
書
が
策
定

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

予
算
へ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

答
弁　

平
成
25
年
度
予
算
へ
の
反
映

方
法
に
つ
い
て
は
、
去
る
11
月
末
ま

で
に
各
地
域
で
優
先
的
に
取
り
組
む

事
業
２
事
業
以
内
を
提
案
し
て
い
た

だ
き
、
課
長
会
議
に
お
い
て
、
事
業

内
容
や
補
助
事
業
と
し
て
該
当
す
る

か
否
か
な
ど
精
査
、
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
一
部
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
再
検
討
を
お
願
い
す
る
こ
と

や
、
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
村
の
施

設
整
備
計
画
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

今
後
に
お
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、

ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
平
成
25
年

度
予
算
に
盛
り
込
む
方
向
で
決
定
し

た
も
の
で
す
。

　

策
定
に
係
る
予
算
執
行
状
況
に
つ

い
て

答
弁　

執
行
状
況
は
、
地
域
計
画
策

定
支
援
業
務
委
託
料
１
２
２
万
８
千

円
、
各
地
域
へ
の
計
画
策
定
補
助
金

と
し
て
１
０
３
万
５
千
円
、
消
耗
品

等
に
３
万
円
、
職
員
の
人
件
費
１
８

１
万
１
千
円
で
あ
り
、
４
月
か
ら
11

月
ま
で
の
総
額
は
４
１
０
万
４
千
円

で
す
。
各
地
域
へ
の
補
助
金
額
お
よ

び
地
区
別
の
職
員
時
間
外
手
当
の
金

額
は
別
表
（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
の

と
お
り
で
す
。

　

費
用
効
果
と
問
題
点
・
反
省
点
に

つ
い
て

答
弁　

今
、
各
地
域
に
お
い
て
、
村

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
で
一
緒
に
進

め
る
こ
と
を
村
全
体
で
考
え
実
行
す

る
こ
と
が
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
は

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
住
民
、
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
よ
く
し
て

い
き
た
い
と
思
う
と
と
も
に
、
こ
の

事
業
が
将
来
に
向
け
着
実
に
進
展
し
、

そ
し
て
10
年
後
に
は
大
き
な
効
果
が

あ
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

問
題
点
・
反
省
点
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
個
人
の
意
見
や
要
望
が
非
常
に

多
様
化
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
、
合
意
形

成
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
、
多
く
の

労
力
と
時
間
を
要
す
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
も

お
お
む
ね
当
初
の
計
画
に
沿
っ
て
事

業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
各
地
域
の

村
を
良
く
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
賜

物
で
す
。
現
段
階
で
は
、
大
き
な
問

題
点
・
反
省
点
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

質
問　

学
校
給
食
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
食
材
へ
の
「
地
産
地
消
」

に
つ
い
て
、
村
の
現
状
お
よ
び
今
後

の
推
移
、
推
進
に
つ
い
て

答
弁　

地
産
地
消
は
大
切
な
こ
と
と

認
識
し
て
お
り
、
米
に
つ
い
て
は
埼

玉
県
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
大
切

な
こ
と
は
、
必
要
な
数
量
が
安
定
し

て
納
入
さ
れ
る
か
と
い
う
点
と
、
そ

の
も
の
が
農
薬
・
放
射
能
検
査
を
完

了
し
て
い
る
か
、
ま
た
問
題
が
発
生

し
た
場
合
に
、
そ
の
責
任
が
と
れ
る

事
業
体
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

よ
う
な
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
地

産
池
消
を
今
以
上
に
推
進
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

給
食
費
を
一
般
会
計
予
算
に
計
上

し
、
透
明
化
を
。

答
弁　

学
校
給
食
法
第
11
条
第
１
項

に
、
給
食
に
係
る
調
理
な
ど
に
係
る

経
費
は
学
校
を
設
置
し
た
自
治
体
の

負
担
、
第
２
項
で
食
材
の
費
用
は
児

童
も
し
く
は
保
護
者
の
負
担
が
う
た

っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
関
係
を
明
確

に
分
離
す
る
た
め
、
別
会
計
の
扱
い

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

松
澤 

公
一
議
員

質
問　

こ
の
村
に
若
い
人
達
が
定
住

し
て
い
た
だ
く
た
め
に

（
内
容
）
少
子
高
齢
化
の
進
む
村
に

お
い
て
、
改
善
策
と
し
て
若
い
世
代

の
定
住
を
促
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

対
策
と
し
て
は
「
産
業
振
興

と
企
業
誘
致
」
が
根
幹
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
跡
地
や

採
石
場
跡
地
と
い
っ
た
遊
休
地
を
活

用
し
、
企
業
誘
致
に
繋
が
る
政
策
を

進
め
て
い
く
た
め
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
ご
協
力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

現
行
の
太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
助
成

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
新
築
時
に
助

成
金
を
支
給
す
る
制
度
の
創
設
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

質
問　

東
秩
父
村
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
補
助
金
を
支
給
で
き
な
い
か

（
内
容
）
村
に
は
11
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
あ
り
、
健
康
維
持
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
こ
と
は
人
口
の
維
持
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

答
弁　

直
接
、
団
体
の
運
営
に
資
す

る
た
め
の
補
助
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
財
政
的
余
裕
か
ら
議
論
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
体
育
協
会
に
「
村
民
の
健

康
を
維
持
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
事

業
に
資
す
る
た
め
の
費
用
」
と
し
て
、

来
年
度
予
算
に
一
定
の
金
額
を
盛
り

込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
邉 

均
議
員

質
問　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

来
年
度
よ
り
城
山
保
育
園
で
は
１

歳
か
ら
３
歳
児
ま
で
の
幼
児
を
受
け

入
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
現
況
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

実
際
に
低
年
齢
児
保
育
を
実

施
し
て
い
る
他
の
保
育
園
へ
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
施
設
の
状
況
、
保

育
の
状
況
、
日
課
、
職
員
体
制
、
備

品
等
の
状
況
も
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
必
要
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
３
月
中
に
は
備
品
等
も
買
い
揃

え
、
４
月
の
受
入
れ
に
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

管
外
保
育
を
利
用
し
て
い
る
方
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
希
望
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

管
外
保
育
を
希
望
さ
れ
て
い

る
人
数
で
す
が
、
来
年
度
は
城
山
保

育
園
で
１
歳
か
ら
の
低
年
齢
児
受
入

れ
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で



管
外
だ
っ
た
方
が
城
山
保
育
園
に
移

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
成
25
年

度
管
外
保
育
希
望
者
は
12
名
で
全
員

が
勤
務
上
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

（
内
容
）
当
村
に
お
い
て
も
、
シ
カ

・
イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
カ
ラ

ス
な
ど
の
鳥
獣
被
害
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
実
施
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

村
で
は
有
害
鳥
獣
駆
除
を
昨

年
ま
で
は
年
２
回
の
と
こ
ろ
本
年
度

は
３
回
実
施
し
、
捕
獲
頭
数
は
増
え

て
い
ま
す
が
、依
然
と
し
て
農
作
物
へ

の
被
害
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
は
東
秩
父
村
猟
友

会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
人
手

が
足
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
村
で
は
村
内
在
住
者
に
猟
友
会

加
入
を
条
件
に
狩
猟
免
許
の
取
得
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
駆
除
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
東
秩
父
村
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
を
作
成
し
、
被
害
の
状
況
、
傾

向
、
軽
減
目
標
、
防
止
対
策
、
今
後

の
取
組
方
針
お
よ
び
対
象
鳥
獣
の
捕

獲
体
制
、
捕
獲
に
関
す
る
取
組
や
計

画
等
を
定
め
、
鳥
獣
被
害
の
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

村長交際費

　月　日

10月15日

10月24日

　　　　　件　　　　　名

比企郡町村会研修会後懇親会会費

第33回秋季村民ゴルフ大会表彰式会費

　　　　　合　　　　　計

金　 額

10，000

5，000

15，000

（単位：円）

村議会議長交際費

　月　日

10月21日

10月24日

12月 ９日

　　　　　件　　　　　名

奥秩父大滝紅葉まつり会費

第33回秋季村民ゴルフ大会表彰式会費

小鹿野町・飯田鉄砲まつり観光懇談会会費

　　　　　合　　　　　計

金　 額

2，000

5，000

2，000

9，000

（単位：円）

 村長・村議会議長交際費公開
今月は平成２４年１０月から１２月に支出された交際費です。

東秩父村議会議員選挙 期日決定
　１月１５日に開催した選挙管理委員会において、４月
２２日任期満了の東秩父村議会議員一般選挙の期日等が
下記のとおり決定しました。詳細は３月号・４月号で掲
載します。

●選挙期日　平成２５年４月１４日（日）
●告示期日　平成２５年４月 ９日（火）
●立候補予定者説明会　
　　　　　　平成２５年３月１９日（火）
　　　　　　午後１時３０分～役場２階会議室

 「村づくり提案箱」は、皆さまが日頃から思

っている村政に対する提案や意見（子育てや

教育、福祉、産業振興など）をお聞かせいた

だき、村づくりに反映させるものです。

　さまざまなご意見をお伺いし、皆さまから

いただいた意見はすべて村長が確認し、各担

当部署で検討後、可能なものは早急に対応し

ます。また、対応が困難なものも貴重なご意

見として、今後の村づくりの参考とします。

　なお、回答が必要なものはすべて回答しま

すので、皆さまの貴重なご意見をお待ちして

おります。

●設置場所　役場玄関入口

※記入用紙は備え付けてあります。

別　表　　地域計画策定に係る予算執行状況

安 　 戸

御 　 堂

奥 　 沢

坂 　 本

大 内 沢

皆 　 谷

白 　 石

補　助　金　額

1 8 2 , 5 0 0 円

1 6 3 , 0 0 0 円

1 2 7 , 9 0 0 円

1 6 2 , 7 0 0 円

1 3 9 , 6 0 0 円

1 4 6 , 8 0 0 円

1 1 2 , 3 0 0 円

3 1 1 , 4 5 5 円

5 2 3 , 6 8 8 円

2 4 5 , 0 1 9 円

2 6 0 , 8 6 0 円

2 4 9 , 4 9 1 円

1 2 9 , 8 6 9 円

9 0 , 5 2 2 円

職員時間外手当
（４月～11月分）

地 区 名２月より
「村づくり提案箱」を

設置します

２月より
「村づくり提案箱」を

設置します



　平成２５年１月１日付で副村長に関口知廣氏、平成２５年１月１５日付で教育長に根岸敏夫氏が就任しまし
た。平成１７年８月より教育長を務められました高野勉氏は任期満了により平成２５年１月１３日をもって退
任されました。

副村長に関口知廣氏・教育長に根岸敏夫氏 就任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
の
選
任
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
村
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
意
を
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
、
１
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
副
村
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
の
仕
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
同

時
に
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

副
村
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

副
村
長　

関 

口　

知 

廣

　

足
立
村
長
が
進
め
る
活
力
あ
る
村

づ
く
り
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
実

現
に
向
け
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

村
長
を
補
佐
し
、
職
員
と
一
体
と
な

っ
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
覚
悟

で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
長
就
任
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
り
、
大
変
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
職
で
は
ご
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
が
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
培
っ
た
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
生
か
し
、
微

力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
学
校
教

育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
の
連
携
、

協
力
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
も
、
こ
れ
か

ら
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
４
月
に
は
東
西
小
学

地
域
と
の
連
携
を
密
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

根 

岸　

敏 

夫

校
が
統
合
し
、
校
名
も
新
た
に
「
槻

川
小
学
校
」
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
全
児
童
が
安
全
に
安
心
し

て
登
校
が
で
き
、
一
日
も
早
く
新
し

い
環
境
に
慣
れ
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、

元
気
に
学
校
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、

ま
た
、
充
実
し
た
学
校
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
教
育
委
員
会
の
事
業
を

ご
理
解
の
上
、
ご
支
援
と
ご
協
力
、

さ
ら
に
は
ご
助
言
も
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
退
任
あ
い
さ
つ

 　

長
い
間
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
、
大
内
沢
分
校
の
本
校
へ
の
統

合
、
東
西
小
学
校
の
統
廃
合
な
ど
、

与
え
ら
れ
た
命
題
を
な
ん
と
か
達
成

で
き
ま
し
た
こ
と
に
安
堵
と
感
謝
の

念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

退
任
し
ま
し
て
も
、
村
民
の
一
人

と
し
て
、
村
の
発
展
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　

前
教
育
長　

高
野　
　

勉

東秩父村における放射能に関するお知らせ
●空間放射線量

東小学校において、埼玉県による測定が行われました。

☆測定結果（12月測定分）〔単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時〕

   測 定 日　測定値（地表1ｍ）

  12月 ５日　      0.051

  12月19日　      0.053

　国の基準では、0.23　
マイクロシーベルト毎
時を超えた地域を汚染
状況重点調査地域とし
て指定しています。

12月19日に測定された0.053マイクロシーベルト毎時は
0.23マイクロシーベルト毎時以下であることから基準値
内といえます。

　第６４回明るい選挙啓発ポスターコンクールにおいて、

東秩父中学校２年の坂谷美百合さん（安戸）が入選、東小

学校１年の中山瑞さん（安戸）が佳作を受賞しました。

　おめでとうございます！！

明るい選挙啓発ポスターコンクール
坂谷美百合さん入選・中山瑞さん佳作

坂
谷
美
百
合
さ
ん

▲

中
山　

瑞
さ
ん

▲



平成25年成人式　―47名の門出を祝福―平成25年成人式　―47名の門出を祝福―

　

式
典
で
は
、
足
立
村
長
が
式
辞
に
お
い
て
新
成
人
を
祝
福
し
、
続
い
て
、
高

野
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
で
あ
る
眞
下
村
議
会
議
長
、
大
久
根
教
育
委
員

長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
黒
澤
俊
太
さ
ん
（
御
堂
）

が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
日
ま
で
私
た
ち
と
関
わ
り
合
い
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、

地
域
の
皆
さ
ま
、
一
番
身
近
で
支
え

て
く
れ
た
家
族
に
、
本
日
、
私
た
ち

が
無
事
成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
ご
報

告
す
る
と
と
も
に
、
新
成
人
一
同
、

感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
お
伝
え
し

ま
す
。
こ
の
村
で
共
に
育
ち
、
共
に

笑
い
、
そ
し
て
立
派
な
大
人
に
な
る

こ
と
を
共
に
誓
っ
た
仲
間
と
、
無
事

に
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
一
生
の
思
い
出

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
、
こ
う
し
て
仲
間
と
再
会
す
る

と
、
た
わ
い
も
な
い
話
で
笑
い
合
い
、

た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
た
あ
の
頃
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
世
間
で
は
、
あ
ま
り
明
る
く
な

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
昨
年
は
歴

代
最
高
の
メ
ダ
ル
数
を
獲
得
し
た
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ノ
ー
ベ
ル

新
成
人
お
礼
の
言
葉　

黒
澤 

俊
太
さ
ん

賞
を
受
賞
さ
れ
た
山
中
教
授
な
ど
、

多
く
の
日
本
人
が
私
た
ち
に
希
望
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
も
人
に
希
望
と
感
動
、
そ
し
て

「
力
」
を
与
え
ら
れ
る
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
大
人
と

し
て
、
何
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

を
よ
く
考
え
、
自
分
が
社
会
の
一
員

で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
も
っ

て
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
。
（
抜
粋
）

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
黒
澤
俊
太
さ
ん

▲

村
記
念
品
を
受
け
取
る
黒
澤
智
大
さ
ん

▲

選
管
記
念
品
を
受
け
取
る
西
明
日
香
さ
ん

▲

　１月１３日、コミュニティセンターにおいて、平成２５年成人式が開催されました。
　当日は、新成人の門出にふさわしい暖かな晴天に恵まれ、対象者４７名中４１名方が式典
に出席し、振袖やスーツ、はかま姿など華やかな装いに身を包み、懐かしい友人との再会を
喜んでいました。

　１月１３日、コミュニティセンターにおいて、平成２５年成人式が開催されました。
　当日は、新成人の門出にふさわしい暖かな晴天に恵まれ、対象者４７名中４１名方が式典
に出席し、振袖やスーツ、はかま姿など華やかな装いに身を包み、懐かしい友人との再会を
喜んでいました。



◎楮かしきの様子

東
秩
父
俳
句
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

白
石
短
歌
会

図書館からのお知らせ

東秩父村和紙の里　８２－１４６８

　読みたい本がありましたらリクエストもでき

ますのでご利用ください。

　　　 ～ 今月のおすすめ図書 ～

・ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん　全４巻

　　ちびまる子ちゃんのマンガで学べる「安全教育

　絵本」です。思わぬ事故やけがの対処法、危険へ

　の備え方、心がまえなどを伝えます。

・降参のススメ 

　　何かと重々しく、また仰々しく語られていた

　「さとり」や「生死」などの世界観を、二人はと

　ても身近に、ユーモアを持って語ります。

　　秀逸なたとえ話と絶品の笑いのセンス。「あは

　は」と笑って、悟っちゃいましょう。

お
ゝ
ら
か
に
九
十
の
賀
春
迎
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

削
り
花
手
斧
仕
上
げ
の
梁
そ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

日
溜
り
に
蕾
ふ
く
ら
む
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

見
え
初
め
し
赤
子
の
瞳
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

身
を
反
ら
し
親
子
で
仰
ぐ
冬
銀
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

着
ぶ
く
れ
て
ゲ
ー
ト
通
り
し
玉
を
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

松
過
ぎ
て
ゆ
っ
く
り
登
る
米
寿
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

年
玉
を
孫
の
数
だ
け
つ
く
り
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

榾
木
伐
る
木
暗
山
の
チ
エ
ン
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

深
梅
や
庵
の
主
の
泉
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

柊
の
日
暮
の
花
や
佳
き
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

よ
り

山
風
に
木
の
葉
の
さ
さ
り
毛
糸
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

冬
花
火
煙
の
中
へ
消
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

虫
喰
に
ブ
ロ
ー
チ
飾
り
春
着
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

酉
の
市
露
天
明
る
く
夜
の
更
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井　

孝
子

点
滴
に
明
暮
重
ね
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

小
鳥
飛
ぶ
如
き
や
谷
へ
落
葉
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

冬
木
立
食
事
待
つ
間
に
朝
日
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

勝
次

し
ん
と
し
て
裏
も
表
も
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

ス
ト
ー
ブ
の
炎
の
赤
し
手
を
か
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

薪
ス
ト
ー
ブ
つ
け
木
の
杉
葉
音
た
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

つ
か
の
間
の
炎
枯
菊
燃
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

温
泉
の
温
も
り
の
中
し
み
じ
み
と

卒
寿
の
こ
と
な
ど
友
と
語
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

香
り
こ
き
好
き
だ
っ
た
娘
に
こ
の

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
せ
た
き
想
い
心
を
よ
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

新
ら
し
き
年
の
始
め
の
温
く
き
日
に

さ
く
ら
と
言
ふ
名
の
孫
を
授
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

裸
木
と
な
る
辛
夷
の
梢
に
ぬ
く　

と

大
き
く
膨
ら
む
春
待
つ
銀
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

七
度
の
巳
年
の
夫
と
支
え
相
い

迎
え
し
春
に
感
謝
と
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

こ
ぶ
し

い
お
り



人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ

関 

口　

煌 

大 

く
ん

281
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・
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・
・
・
・
・
・
・

こ

う

た

　

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
相
互
に
共
存
で
き
る
平
和
で
豊

か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
尊
重
の

精
神
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
人

権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
村
で
は
い
く
つ
か
の
教
育
啓
発

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
秩
父
郡
内
の
市

町
と
共
同
で
「
第
13
回
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー

ク
音
楽
堂
で
開
催
し
、
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
菊
地
幸
夫
弁
護
士
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
郡
内
か
ら
５
２
０

名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
き

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り

た
。

　

ま
た
、
法
務
省
の
地
域
人
権
啓
発

活
動
活
性
化
事
業
で
あ
る
「
人
権
の

花
運
動
」
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

人
権
の
花
運
動
は
、
人
権
擁
護
委
員
、

小
学
校
お
よ
び
行
政
が
連
携
し
、
児

童
が
相
互
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
の

大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど

人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

　

昨
年
の
６
月
15
日
に
東
西
の
小
学

校
で
実
施
し
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と

ペ
チ
ュ
ニ
ア
３
０
０
株
を
そ
れ
ぞ
れ

の
花
壇
に
植
栽
し
、
あ
わ
せ
て
人
権

の
花
運
動
の
手
作
り
看
板
も
設
置
い

た
し
ま
し
た
。
植
栽
作
業
に
先
立
ち
、

稲
葉
・
神
田
両
人
権
擁
護
委
員
並
び

に
峯
岸
・
大
久
根
両
学
校
長
よ
り
、

人
権
に
関
す
る
お
話
も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

仲
間
と
一
緒
に
植
え
た
花
を
育
て

て
い
く
な
か
で
、
命
あ
る
も
の
を
大

切
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
相
手
の
気

持
ち
や
立
場
を
思
い
や
る
心
を
育
め

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

総
務
課
長　

根
岸　

義
和

生年月日　平成２４年２月１１日

　　　　　　　　　（大字皆谷）

お父さん：皓　生 さん

お母さん：久美子 さん

　はじめまして、煌大です。

　もうすぐ１歳です！毎日、元気

にハイハイで動き回っています。

　最近、バンザイとバイバイが少

しできるようになりました！

　犬が大好きで、テレビに映った

り、写真やイラストなどでも喜び

ます♪　

◆
小
学
生
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　

・
男
子

　
　

１
位　

吉
田　

昂
平

　
　

２
位　

久
保
田
利
希

　
　

３
位　

清
家　

克
馬

　

・
女
子

　
　

１
位　

馬
場　

由
梨
乃

　
　
　

 

【
大
会
新
記
録 

５
分
44
秒
】

　
　

２
位　

前
田
佳
菜
美

　
　

３
位　

中
山　
　

環

◆
中
学
生
の
部
（
３
０
０
０
ｍ
）

　

・
男
子

　
　

１
位　

吉
田　

俊
介

　
　

２
位　

宮
崎　
　

翔

　
　

３
位　

馬
場　

裕
也

第
29
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

　

12
月
16
日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
主
会
場
に
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　

・
女
子

　
　

１
位　

眞
下
さ
く
ら

　
　

２
位　

内
田　

祐
花

　
　

３
位　

大
野　

早
紀

◆
一
般
男
子
の
部
（
３
０
０
０
ｍ
）

　
　

１
位　

松
宮　

隆
広

◆
奨
励
男
子
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

１
位　

カ
ー
ル
・
ホ
ー
シ
ェ
ン

◆
奨
励
女
子
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

１
位　

田
端
麻
理
子

　
　
　

【
大
会
新
記
録 

６
分
49
秒
】

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

１
位　

宇
根　

文
明
・
匠
哉

サンタが街にやってくる！！
－東秩父村商工会青年部―

　１２月２３日、東秩父村商工会青年部の皆さん

が、子どもたちに愛と夢と感動を届ける「サンタ

が街にやってくる」という事業を開催しました。

　青年部の方々がサンタの衣装を着て、午後６時

より１０世帯１５人の子どもたちの家を訪問し、

プレゼントを配りました。

　サンタからのプレゼントを子どもたちは大喜び

で受け取り、思い出に残る楽しい１日となったよ

うです。



産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

２
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
で
す　

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　

春の全国火災予防運動 ３月１日（金）～３月７日（木）
　　　　　    　備えよう！住宅用火災警報器
　　　　　　全国統一標語  消すまでは 出ない行かない 離れない
【住宅防火 いのちを守る ７つのポイント】 －3つの習慣・4つの対策－
３つの習慣　・寝たばこは、絶対やめる。
　　　　　　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　　　　　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　　　　　・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
　　　　　　　使用する。
　　　　　　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　　　　　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
　　　　　　　をつくる。
◆ 防火ポスター展示（村内小学４年生の入選作品です。）
場　所　コミュニティセンター「やなまみ」 展示期間 ３月１日(金)～７日(木)
問合せ　小川消防署指導係 　７２－３５６５

　所得税の確定申告はe-Taxをご利用ください！
「e-Tax」を利用して申告すると・・・
　 平成２４年分の申告で、最高3,000円の税額控除
　　本人の電子署名と電子証明書を付して、e-Taxで法定申告期限内に申告する
　場合は、最高3,000円の税額控除が受けられます（平成19年分から平成24年分
　の間でいずれか１回）。
 　添付書類の提出省略
　　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（病院などの名称・支払
　金額等）を入力して送信することにより、これらの書類の提出を省略するこ
　とができます（法定申告期限から５年間、税務署から書類の提出または提示
　を求められることがあります）。
　 還付がスピーディー
　　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（３週間程度に短縮）。
　　e-Taxの利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。また、
　有効期限は3年間です。）、ＩＣカードリーダライタの購入などの事前準備が
　必要です。
税に関する情報は国税庁ホームページ（www.nta .go . jp/）へ 
e-Taxに関する情報はe-Taxホームページ（www.e-tax .nta .go . jp/）へ　

  　　 週に１回以上スポーツをしましょう！
 
　皆さん、スポーツしてますか？
　スポーツは身体に良いだけでなく、人と人との絆を深めるなど、様々な効果
をもたらしてくれます。しかし、その効果はわかっていても、「時間がない、
機会がない、体力が衰えた、費用がかかる」等の理由で実行できない方が多く
います。
　そこで、日常生活の中でスポーツに取り組める「ながらスポーツ」を、そし
て「子育てが忙しくて・・」という方々には親子で一緒にスポーツを楽しむ
「親子スポーツ」をおすすめしています。ご自身の環境や生活スタイルに合わせ
て週に１回以上はスポーツに取り組んでみましょう！！

埼玉県スポーツ振興のまちづくり推進会議ホームページ
ht tp ://www.pref . sa i tama . l g . jp/s i te/su is inka ig i/

　　　埼玉県地震対策セミナーを開催します
日　時　２月１４日（木）午後１時３０分～４時（受付開始 午後０時３０分）
場　所　埼玉会館大ホール（浦和駅西口徒歩６分）
講　演　　講師：岩手県陸前高田市観光物産協会 観光ガイド部会会長 新沼岳志氏
　　　　　演題：「未来へ語り継ぐ 陸前高田―大震災の体験と教訓について―」

　講師：東京大学地震研究所 地震予知研究センター長 教授 平田 直氏
　　　　　演題：「首都直下地震とその対応について
　　　　　　　　　　　　　　―東日本大震災を受けた新しい考え方―」
その他　防災関連企業・団体の展示ブース、地震に関する資料の展示・説明、
　　　　建築職員による無料耐震診断 ※先着1,000名様に防災グッズプレゼント
定　員　1,300名 ※入場無料、事前申込不要、当日先着順
問合せ　埼玉県地震対策セミナー実行委員会事務局（県危機管理課）
　　　　 　０４８－８３０－８１４１

埼玉県立東松山特別支援学校
 学校公開日のお知らせ
　本校は、知的障害のある児童生徒が

学んでいます。多くの方に特別支援学

校の様子を知っていただく目的で、下

記のとおり「学校公開」を実施します。

関心のある方はぜひご来校ください。

事前のお申込みは必要ありません。

日　時　２月４日（月）

　　　　午前９時３０分

　　　　　　～午後２時１５分まで

内　容　授業公開

問合せ　埼玉県立東松山特別支援学校

　 ２４－２６１１

ボランティア工事のお知らせ
　埼玉土建組合では、もし地震が起き

た時に少しでも被害にあわないように

と家具転倒防止金具の取り付けや、生

活しやすいようにと軽微な補修工事の

ボランティアを行います。

対 象 者　東秩父村にお住まいの方

工事内容  

　家具転倒防止金具の取付（1軒3ヶ所まで）

　火災報知器を持っている方で取付希

　望の方

　ドア・窓の立付け調整など

　※費用は無料（取付金具代は実費）

募集期間　2月15日（金）～3月14日（木）

募集方法　電話・書面等で応募

問 合 せ　埼玉土建一般労働組合

　　　　　比企西部支部

　　　　　　 66-1120　FAX66-1140

意識したことありますか？最低賃金
   埼玉県最低賃金の改定について
　埼玉県最低賃金が平成24年10月1日

から時間額７７１円に改定されました。

　なお、特定の産業については別途特

定（産業別）最低賃金が適用されます。

　詳しくは、埼玉県労働局賃金室

（　048-600-6205）または最寄りの

労働基準監督署へお問合わせください。

 看護学校で入学試験の
   出願受付を行います
　深谷大里看護専門学校では、一般入

試・社会人入試の出願を受け付けます。

受付期間　2月8日（金）～3月4日（月）

受 験 日　3月8日（金）

問 合 せ　深谷大里看護専門学校

　　　　　　 04 8－587－137 0



納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

心配ごと相談・行政相談
　 合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　２月１８日（月）
　　　　午後１時～３時まで
会　場　役場１階中会議室
問合せ　社会福祉協議会　82-1238
　　　　役場総務課　　　82-1226

　　　　　　　２月の休日当番医
◎診療時間：午前９時～午後５時

※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
　受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

東秩父村人権・同和問題
  啓発指導者養成講座

日　時　２月21日（木）・28日（木）全2回

　　　　両日ともに午後７時～９時

場　所　コミュニティセンター「やまなみ」

講　師　人権擁護委員  稲葉日出夫氏

申　込　２月13日（水）までに教育委

　　　　員会事務局へ申し込んでくだ

　　　　さい。

問合せ　教育委員会事務局

　　　　　 ８２－１２３０

   ３日　平成の森 川島病院（内科）　　　　　　  川島町 　049-297-2811  

１０日　中川医院（内科）　　　　　　　　　　　東松山市　　　23-1004 

１１日　吉田産婦人科内科医院　　　　　　　　　東松山市　　　24-1002

　　　　（産婦人科・内科・小児科）

１７日　ほしこどもおとなクリニック　　　　　　東松山市　　　24-0753

（小児科・内科・アレルギー科）

２４日　中村産婦人科（産婦人科・内科・小児科）小川町　　　　72-0373

健康相談を開催します～向き合おう 自分の体 自分の生活～

　保健センターでは、管理栄養士・健康運動指導士による運動教室、調理実習

および個別相談を実施します。これから春に向けて生活習慣を見直したい方、

健康問題、食事や運動について相談したい方はぜひ活用してください。

☆３月７日（木）  

　　個別相談　午後６時～７時

　　運動教室　午後７時～８時３０分  

　　講　　師　管理栄養士・運動指導士 遠藤 良江先生

　　申込締切　３月１日（金）

☆３月１９日 (火)

　　個別相談　午前９時～１０時

　　調理実習　「減塩・低脂肪の食事」午前１０時～午後１時

　　講　　師　管理栄養士・運動指導士 近江 みよ子先生

　　申込締切　３月１１日（月）

　　※会場は両日ともに保健センターです。

申込・問合せ　保健センター 　８２－１５５７

　　　　　甲種防火管理新規講習会
　比企広域消防本部では、消防法に定める防火管理者の資格を取得するための

講習会を開催します。

 
開 催 日　2月27日（水）・28日（木）の2日間

場　　所　比企広域消防本部 講堂（東松山市上野本1300-1）

費　　用　受講費4,700円

資　　格　防火管理上、必要な業務を適切に遂行することができる管理的また

　　　　　は監督的な地位にある方（管内在住・在勤者優先）

申込方法　2月18日（月）～22日（金）午前8時30分から午後5時までに受講費を添

　　　　　えて消防本部予防課、または小川消防署指導係へお申込みください。

　　　　　なお、定員80名になり次第締め切ります。

　　　　　（比企広域消防ホームページ掲載中）

問 合 せ　比企広域消防本部予防課　 ２３－２２６８

　　　　自衛隊幹部候補生募集案内
募集種目　一般幹部候補生

受付期間　２月１日（金）～４月２６日（金）

応募資格　大卒程度試験：２２歳以上２６歳未満の方

　　　　　院卒者試験：修士課程修了者等（見込み含）で２０歳以上２８歳未満の方

試験期日　５月１１日（土）・１２日（日）（１２日は飛行要員のみ）

　　　　　※試験会場は受付時にお知らせします。

◆幹部候補生として陸・海・空曹長に任命され、幹部候補生学校に入校し、約

　１年の課程を経て３尉（院卒者試験合格者は２尉）に昇任します。

問 合 せ　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所 　0 4 8－5 2 2－4 8 5 5

　乳幼児栄養相談
 
日　時　2月21日（木）
　　　　午前10時～11時30分
場　所　保健センター
対　象　乳幼児とその保護者
内　容　育児相談、身体計測、離乳食
　　　　相談、栄養相談
◆離乳食や簡単なおやつ作りに参加し
　てみませんか。おやつのメニューは、
　かぼちゃの茶巾包みの予定です。
その他　当日はエプロンと母子手帳
　　　　をお持ちください。2月14日
　　　 （木）までにお申込みください。
問合せ　保健センター 　82－1557

平成26年3月大学等卒業予定者企業説明会
日　時　２月１８日（月） 午後１時～４時
　　　　（受付開始午後０時１０分）
場　所　大宮ソニックシティ地下展示場
対象者　平成２６年３月大学（院）・
　　　　短大・高専・専門学校等卒業
　　　　予定者
内　容　企業人事担当者による企業
　　　　説明会、ハローワークジョ
　　　　ブサポーターによる就職相
　　　　談コーナー
参加企業  ７０社予定
ＵＲＬ　http://saitama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
問合せ　埼玉新卒応援ハローワーク
　　　　　０４８－６５０－２２３４



世帯と人口
世　帯　 1 , 1 1 2

人 　口　 3 , 2 8 0

　 男　　 1 , 6 4 1

　 女　　 1 , 6 3 9

転 入  4 　 転出  1 2

出 生  1 　 死亡  1 0

※世帯と人口は１月１日現在、

その他は12月中のうごきです。

12月中の人口動態

土木工事等のお知らせ
　現在、村内等で発注されている道路工事等です。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力を
お願いいたします。

新春恒例！消防出初め式

　平成２４年の大晦日、大字

白石では、長慶寺において除

夜の鐘が行われました。

　冬晴れの下、長慶寺境内で

は、午前中から白石地区の有

志の方たちにより、参拝者に

振る舞う甘酒や鍋物、景品な

どが準備されました。

　午後からは大勢の参拝者が

訪れ、暮れゆく１年を振

り返り、新しい年が良い

年であることを願って鐘

をつき、地域の親睦を深

めることができたようで

す。

白石地区で除夜の鐘白石地区で除夜の鐘

県発注工事
・居用治山測量設計業務委託【大内沢地内】
・地方特定道路（改築）整備工事（滝ノ前橋下部工）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【皆谷地内】
・２４森林管理道奈田良線改良工事【白石地内】
・２４東第１６０１号（三沢・坂本）農道整備工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三沢地内】
　平成２４年１１月２０日～平成２５年３月２９日
　まで全面通行止め
・社会資本整備総合交付金（改築）工事（坂本工区その４）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】

村発注工事等
・村道２－４号（槻川東）線道路改良工事（１工区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【御堂地内】
・村道２－４号（槻川東）線道路改良工事（２工区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【御堂地内】
・村道１－１号線舗装修繕工事（１工区）【御堂地内】
・村道１－１号線舗装修繕工事（２工区）【御堂地内】
・半場線道路改築設計業務委託【御堂地内】
・東秩父村橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託【全域】

問合せ　産業建設課 　８２－１２２２

毎年恒例！「しめ縄作り教室」
　１２月２２日、ふるさと館において、「しめ縄作り教室」

が行われました。

　当日は２５名の方々が集まり、それぞれに正月のお飾

りを作ったり、ごぼう締めのお飾りを作りました。

　新聞社２社が

取材に見え、地

方版に掲載され

たり、また記念

写真をいただく

など、思い出に

残る時間となり

ました。

　１２月２１日、コミュニティセンター調理室において、

小学生対象の「クリスマスケーキ作り教室」が開催され

ました。当日は、市販の蒸しパンを使い、デコレーショ

ンをしたり、いちごに切れ目を入れてかわいいサンタさ

　　　　　　　　　　　　　　　んを作ったりして楽し

　　　　　　　　　　　　　　　みました。

　　　　　　　　　　　　　　　　できあがったオリジ

　　　　　　　　　　　　　　　ナルケーキを感激しな

　　　　　　　　　　　　　　　がら食べたり、家族に

　　　　　　　　　　　　　　　お土産に持ち帰ったり

　　　　　　　　　　　　　　　するなど、楽しいひと

　　　　　　　　　　　　　　　ときとなったようです。

楽しかったよ！
「クリスマスケーキ作り教室」
楽しかったよ！
「クリスマスケーキ作り教室」

　１月５日、新春恒例の消防出初め式が、東松山市立

松山第一小学校の校庭において行われました。

　当日は晴天に恵まれ、来賓や観客が見守るなか、東

秩父消防団は堂々の行進を披露しました。

　その後、東秩父消防団では、村役場玄関前で今年１

年の消防団活動の安全を祈願しました。
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